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拶
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会
員
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
高
陽
町
商
工
会
の
事
業
に
ご
支
援
、
御
協
力
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
今
年
度
創
立
五
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
、
誠
に
感
無
量
な
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
。

昭
和
三
十
五
年
に
小
規
模
事
業
者
の
育
成
を
目
的
と
し
て
商
工
会
法
が
制
定
さ
れ
、
白
木
町
商
工
会
が
昭
和
三
十
五

年
十
二
月
十
四
日
、
高
陽
町
商
工
会
が
三
十
六
年
五
月
二
十
九
日
に
そ
れ
ぞ
れ
県
知
事
の
認
可
が
お
り
、
白
木
町
二
五
七

名
、
高
陽
町
二
四
三
名
で
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
昭
和
四
十
一
年
女
性
部
、
昭
和
四
十
五
年
青
年
部
が
設
立
さ
れ
、

全
体
制
が
と
と
の
い
ま
し
た
。

昭
和
四
十
八
年
三
月
広
島
市
と
合
併
し
、
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
人
口
が
急
激
に
、
増
加
い
た
し
ま
し
た
。
昭
和

五
十
五
年
政
令
都
市
に
な
り
、
高
陽
町
の
地
名
が
消
滅
、
十
一
月
新
旧
住
民
の
ふ
れ
あ
い
、
地
名
を
後
世
に
伝
え
る
目

的
で
、
第
一
回
高
陽
ま
つ
り
が
、
青
年
部
主
催
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
三
年
二
月
に
、
三
代
目
増
井
会
長
の
も
と

で
念
願
の
商
工
会
館
が
竣
工
、
平
成
十
年
、
十
六
年
と
二
回
に
渡
り
土
地
を
取
得
し
、
大
き
く
飛
躍
す
る
礎
と
な
り
ま

し
た
。

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
、
白
木
町
商
工
会
と
、
合
併
し
新
生
高
陽
町
商
工
会
が
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
二
十
一
年
度
貯
蓄
共
済
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
、
広
島
県
一
位
、
二
十
二
年
度
連
続
一
位
と
な
り
、
女

性
部
の
活
躍
の
お
か
げ
で
念
願
の
日
本
一
と
な
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

五
十
年
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
、改
め
て
、歴
代
の
会
長
、役
員
、先
輩
会
員
、職
員
の
皆
様
の
ご
努
力
と
、関
係
機
関
の
、

ご
支
援
、
ご
指
導
の
賜
物
と
心
か
ら
、
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

我
が
国
経
済
は
二
〇
〇
八
年
九
月
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ツ
ク
以
来
、
我
々
小
規

模
事
業
者
を
取
り
巻
く
、
環
境
は
大
変
厳
し
い
状
況
が
、
つ
づ
い
て
お
り
ま
す
。

特
に
、
高
陽
、
白
木
地
区
に
於
い
て
は
、
人
口
の
減
少
、
少
子
高
齢
化
、
空

き
店
舗
の
増
加
、
後
継
者
不
足
と
多
く
の
問
題
を
か
か
え
て
お
り
ま
す
。

創
立
に
尽
力
さ
れ
た
、
先
輩
の
情
熱
を
、
思
い
起
こ
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

小
規
模
事
業
者
の
経
営
改
善
や
、
地
域
問
題
に
取
り
組
み
、
地
域
経
済
の
健
全

な
発
展
の
た
め
に
、
皆
様
と
共
に
頑
張
っ
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

何
卒
今
後
と
も
絶
大
な
る
、
ご
指
導
と
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
、
ご
繁
栄
を
祈
念
し
て
、

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

商工会だより　高陽町商工会設立50周年記念特別編集

山陽高校の和太鼓部「弾」

本日は一段と“お美しい”！
商工会女性部の受付

高陽町商工会 50 周年記念にぴったりの
“体に響くド迫力の太鼓”有難うござい
ました！

白木町「弦心会」の皆様による
“心に染み渡る”津軽三味線

リーガロイヤルホテル 4階ロイヤルホール
会場右側出席者風景

Oh!Set 合唱団によるコンサート
最後に全員で歌った「三百六十五歩のマー
チはいい思い出になりました」

会場左側出席者風景

威勢のいい商工会青年部による中締の
「万歳三唱」きれいに決まってます！

限られた紙面の都合上掲載されなかった祝賀会
のスナップ写真（約 300 枚余）を商工会事務局
に準備しております。
（商工会だより第 74号 お知らせをご覧下さい）

平成24年1月19日（木）
於：リーガロイヤルホテル
式　典：17：30～
祝賀会：18：30～
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本
日
こ
こ
に
、「
高
陽
町
商
工
会
設
立
五
十
周
年
記
念
式
典
」
が
、
か
く
も
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
す
こ
と
に
、
一
言
、
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

高
陽
町
商
工
会
は
、
昭
和
三
十
六
年
五
月
に
設
立
、
そ
の
後
、
平
成
二
十
一
年
四
月
に

白
木
町
商
工
会
と
合
併
さ
れ
、
現
在
の
高
陽
町
商
工
会
と
な
ら
れ
ま
し
た
。

設
立
か
ら
半
世
紀
に
わ
た
り
、
一
貫
し
て
、
地
域
中
小
企
業
の
発
展
と
地
域
経
済
の
活

性
化
に
大
き
な
役
割
を
果
た
さ
れ
、
こ
の
間
の
歴
代
会
長
さ
ん
を
始
め
、
多
く
の
役
職
員

の
皆
様
の
献
身
的
な
ご
尽
力
に
対
し
、
深
甚
な
る
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
先
ほ
ど
、
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
皆
様
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の

度
の
表
彰
は
、
ひ
と
え
に
、
皆
様
の
長
年
に
わ
た
る
功
績
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

心
よ
り
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
健
康
に
留
意
さ
れ
、
な
お
一
層
の
ご
活
躍
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
我
が
国
経
済
は
一
部
に
は
緩
や
か
な
回
復

が
続
い
て
い
る
と
の
見
方
も
あ
り
ま
す
が
、
歴
史
的

と
も
言
え
る
円
高
や
欧
州
の
信
用
不
安
な
ど
に
加
え
、

原
発
事
故
が
引
き
起
こ
し
た
放
射
能
汚
染
が
、
震
災

か
ら
の
力
強
い
復
興
の
妨
げ
に
な
る
な
ど
、
先
行
き

は
極
め
て
不
透
明
で
あ
り
、
特
に
、
地
方
の
中
小
・

小
規
模
事
業
者
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は
か
つ
て
な

い
ほ
ど
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

と
り
わ
け
、
過
疎
化
・
高
齢
化
に
悩
む
、
い
わ
ゆ

る
中
山
間
地
域
の
疲
弊
は
著
し
く
、
日
常
生
活
の
基

盤
と
も
い
う
べ
き
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
す
ら
困
難

に
な
る
地
域
も
現
れ
て
い
ま
す
。
地
域
に
密
着
し
た

小
規
模
・
零
細
企
業
の
役
割
は
、
地
域
社
会
や
住

民
生
活
に
と
っ
て
不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の

必
要
性
は
、
今
回
の
大
震
災
の
被
災
地
に
お
い
て

も
明
ら
か
と
な
っ
て
い
ま
す
。

言
い
換
え
れ
ば
、
我
が
国
企
業
全
体
の
九
割
近

く
を
占
め
る
小
規
模
事
業
者
の
存
在
こ
そ
が
、
我

が
国
経
済
の
活
力
の
根
幹
で
あ
り
、
地
域
で
必
死

に
頑
張
っ
て
い
る
小
規
模
事
業
者
が
元
気
に
な
る

こ
と
が
、
即
ち
地
域
活
性
化
に
直
結
し
て
い
る
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

思
い
起
こ
せ
ば
、
一
昨
年
の
十
月
五
日
、
商
工

会
法
施
行
五
十
周
年
記
念
広
島
県
大
会
に
お
い
て

「
元
気
な
経
営
、
笑
顔
の
ま
ち
へ
、
商
工
会
は
全
力

で
進
み
ま
す
」
を
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
、
地
域
で
唯
一
の
総

合
経
済
団
体
で
あ
る
商
工
会
が
、『
あ
な
た
に
、
と
こ
と
ん
』
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、

会
員
の
皆
様
へ
の
巡
回
訪
問
を
通
じ
て
、
更
な
る
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
、
企
業

を
元
気
に
し
、
地
域
住
民
の
笑
顔
が
溢
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
守
り
、
防
犯
・
防
災
活
動
、
高
齢
者
福
祉
、
伝
統
文
化
の
継
承
も
含

め
た
、
地
域
を
支
え
る
活
動
を
推
進
し
て
い
く
決
意
の
表
れ
で
あ
り
ま
し
た
。

幸
い
な
こ
と
に
、
高
陽
町
商
工
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
江
川
会
長
さ
ん
を
始
め
役
職

員
の
皆
様
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
き
め
細
か
な
会
員
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
ら
れ
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
中
核
と
し
て
の
役
割
を
十
二
分
に
担
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
成
果
に
よ
り
、
当
地
域
に
お
け
る
商
工
会
の
存
在
意
義
は
、
今
後
ま
す
ま
す

重
要
性
を
増
す
も
の
と
確
信
い
た
し
て
お
り
ま
す
し
、
今
後
の
活
動
に
大
い
に
期
待
を
い

た
す
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

終
り
に
、
貴
商
工
会
の
今
後
ま
す
ま
す
の
発
展
と
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
祈
念
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
本
日
ご
臨
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
来
賓
の
皆
様
に
、

引
き
続
き
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上
げ
、
お
祝
い
の
こ
と

ば
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
一
月
一
九
日

祝　
　

辞
　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
島
県
知
事　

湯 

﨑 

英 

彦　
　
　
　

高
陽
町
商
工
会
設
立
五
十
周
年
記
念
式
典
が
こ
の
よ
う
に
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と

を
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

高
陽
町
商
工
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
昭
和
三
十
六
年
に
設
立
さ
れ
て
以
来
、

地
域
に
根
ざ
し
た
、
き
め
細
か
な
相
談
・
指
導
な
ど
の
取
組
み
を
通
じ
て
、
地
域
商
工

業
者
の
振
興
や
地
域
活
性
化
に
多
大
な
る
貢
献
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

江
川
会
長
を
は
じ
め
、
歴
代
会
長
並
び
に
関
係
者
の
皆
様
の
御
尽
力
に
、
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
先
ほ
ど
、
栄
え
あ
る
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
皆
様
に
は
、
永
年
に
わ
た
る
御

功
績
に
対
し
、
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
本
日
の
受
賞
を
心
か
ら
お
祝
い
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
県
内
景
気
は
、
緩
や
か
な
回
復
が
み
ら
れ
た
も
の
の
、
海
外
経
済
の
減
速
や
円

高
の
影
響
な
ど
か
ら
、
先
行
き
不
透
明
な
状
況
に
あ
り
、
と
り
わ
け
中
小
企
業
を
取
り
巻

く
経
営
環
境
は
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

県
で
は
、
引
き
続
き
緊
急
経
済
・
雇
用
対
策
を
実
施
す
る
ほ
か
、
新
た
な
活
力
を
生
み

出
す
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
力
の
源
泉
と
な
る
「
人
づ
く
り
」
と
、
雇
用
や
所
得
を

生
み
出
す
「
新
た
な
経
済
成
長
」
を
重
点
分
野
に
置
き
、
県
全
体
の
成
長
エ
ン
ジ
ン
を
最

大
限
に
加
速
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

ど
う
か
、
高
陽
町
商
工
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
設
立
五
十
周
年
を
契
機
に
、

産
業
振
興
や
地
域
活
性
化
に
一
層
の
御
尽
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

終
わ
り
に
、高
陽
町
商
工
会
の
さ
ら
な
る
御
発
展
と
皆
様
の
御
健
勝
を
祈
念
し
ま
し
て
、

お
祝
い
の
言
葉
と
致
し
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
一
月
一
九
日

祝　
　

辞

　

広
島
市
長　

松 

井 

一 

實　
　
　

こ
の
度
、
高
陽
町
商
工
会
が
設
立
五
十
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
、
心
か
ら
お

祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
本
市
行
政
の
推
進
に
格
別
の
御
理
解
と
御
協
力

を
頂
い
て
お
り
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
高
陽
町
商
工
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
年
）
の
設

立
以
来
、
経
営
改
善
指
導
な
ど
に
取
り
組
ま
れ
る
と
と
も
に
、
地
域
の
活
性
化
に
も
資
す

る
「
高
陽
ま
つ
り
」
の
開
催
な
ど
地
域
に
根
ざ
し
た
幅
広
い
活
動
に
努
め
て
い
た
だ
い
て

お
り
、
歴
代
の
会
長
を
始
め
役
員
、
会
員
の
皆
様
方
の
御
努
力
に
対
し
深
く
敬
意
を
表
し

ま
す
。

ま
た
、
先
ほ
ど
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
皆
様
に
は
、
本
日
の
受
賞
を
心
か
ら
お
祝
い

申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
今
年
、
市
長
と
し
て
二
年
目
を
迎
え
ま
す
が
、
昨
年
末
に
市
政
推
進
に
当
た
っ
て

の
基
本
的
な
考
え
方
、
コ
ン
セ
プ
ト
を
発
表
い
た
し
ま
し
た
。
私
が
常
々
お
話
し
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
広
島
を
世
界
に
誇
れ
る
「
ま
ち
」
に
し
た
い
と
の
思
い
を
、「
活
力
に

あ
ふ
れ
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」、
ま
た
、
市
民
一
人
一
人
が
仕
事
と
生
活
が
調

和
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
ま
ち
」
そ
し
て
、
核

兵
器
廃
絶
と
世
界
恒
久
平
和
の
実
現
に
向
け
た
「
平
和
へ
の
思
い
を
共
有
す
る
ま
ち
」、

こ
の
三
つ
の
要
素
を
基
本
と
し
て
市
政
運
営
し
、「
世
界
中
の
人
々
が
一
度
訪
れ
て
み
た

い
ま
ち
」、「
訪
れ
た
方
が
ま
た
来
て
み
た
い
、
住
ん
で
み
た
い
」
と
思
う
ま
ち
に
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

中
で
も
活
力
に
あ
ふ
れ
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
へ
の
取
組
と
し
て
経
済
活
性
化
が
不
可

欠
で
す
の
で
、
皆
様
方
と
共
に
、
元
気
の
あ
る
広
島
市
を
つ
く
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

皆
様
方
に
は
、
こ
の
度
の
設
立
五
十
周
年
を
契
機
と
し
て
、
広
島
経
済
の
力
強
い
発
展

と
活
力
あ
る
創
造
に
、
よ
り
一
層
の
御
支
援
、
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

終
わ
り
に
、
高
陽
町
商
工
会
の
ま
す
ま
す
の
御
発
展
と
本
日
お
集
ま
り
の
皆
様
の
御
健

勝
、
御
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
お
祝
い
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。


